
強震波形計算による震度分布 【最大クラスの震度分布】

南海トラフの巨大地震による最大クラスの震度分布
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【参考】
中央防災会議（２００３）の東海・東南海・南海地震の震度分布図

強震波形４ケースと経験的手法の最大震度重ね合わせ

経験的手法による震度分布

該当面積 今回の震度分布
中央防災会議

（2003）

震度6弱以上 約6.9万km2 約2.1万km2

震度6強以上 約2.8万km2 約0.5万km2

震度７ 約0.7万km2 約0.03万km2


